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 連絡事項 

【来週の予定】 

日 曜 学年 １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ 

１日（月） 

～ 

５日（金） 

ゴールデンウィーク 

６日（土） 

1,2年 月⑤ 月⑥ 
道徳 全校集会 学級懇談会・保護者会総会 

3年 卒業生講話 

 

※6 日は感謝の授業参観です。皆様是非ご来校下さい。 

※学級懇談会・保護者会総会も開催されます。 

ご昼食はご持参されるか、是非mamas caféをご利用下さい。 

 

※今週の わたなべあけみ さん 

 

～ありがとう。深い深い言葉ですよね～ 

みたらしだんご 

 幼い頃両親共働きの私はかぎっ子でした。ある日自宅で一人で両親の帰り

を待っていると、遠くから桃太郎さんの音楽が聞こえてきます。懐かしい昭

和の風景ですね。おだんごの車売りが近付いて来ていたのです。 

 

 いざと言うときのためにたんすの中にはほんの 100 円程度が置いてありま

した。しかし、その日に限ってその小銭入れが見当たらないのです。そうこ

うするうちに遠ざかる桃太郎さんのテーマ。私は母の職場に電話をかけて「団

子屋さんが行ったぁ！」と泣きじゃくりました。恥ずかしい（＾＾；） 

 

 果たしてその 20分後玄関からけたたましく母が飛び込んできました。手に

はしっかりと「みたらしだんご」が。「ほら！団子屋さんおったよ！」とほほ

笑む母の顔を思い出すと、今でも私の両眼は涙があふれます。わざわざ職場

を抜け出し団子屋さんを探した母の温もりを忘れることはできません。 

 

 あれから 40年、亡くなる直前に病床の母が「アイスが食べたい」とボソッ

と口にしました。私は急いで車を走らせ近くのコンビニにアイスを買いに走

り母の口に運びました。あの時のみたらしだんごと同じような温かさを母が

感じてくれたならば、せめてもの親孝行の真似事にはなったのかもしれませ

ん。母が私に施してくれた愛の万分の一にも及びませんが。今でもみたらし

だんごを見る度に、アイスクリームを見る度に、姿かたちはありませんがそ

こに母の温もりを思い出します。5月 6日の感謝の集い、生徒の皆さんそれぞ

れが「すでにある」ものに気付き、実はそれが尊い「有り難い」存在である

と感じられる、立花ならではの温かい行事になることを願っています。 

 

 


